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■■キキーーワワーードド：： （1）表情 
 （2）AI アバター 
 （3）コミュニケーション 
 

■■  ははじじめめにに  
近年のChat GPT をはじめとする大規模言語モデルの

台頭により急速な技術発展を遂げ，人工知能（Artificial 
Intelligence: AI）の社会普及が進んでいる．しかしながら，
接客業などのサービス業においてIoT やAI 等のシステ
ム・サービスの導入状況は13.5%と少なく[1]，ヒトとのコミュ
ニケーションが必要とされる場面においては，AI の普及
が進んでいないのが現状である． 
この原因として，現在のAIは言葉の情報のみを頼りにヒ

トとのコミュニケーションを行っていることが考えられる．ヒト
同士のコミュニケーションでは，相手の言葉だけでなく相
手が表出する表情を読み取り，それに対応した発言や表
情を相手に返す．そこで，本研究では，このヒト同士のコミ
ュニケーションに着目し，ヒトらしい振る舞いを模倣し臨機
応変な対応をするAI アバターの開発を目指す．本発表で
は，研究の第一段階として，ヒトらしい表情を表出するAIア
バターを開発した． 
 

■■  活活動動内内容容  
１．提案するAIアバターのシステム概要 
提案するAIアバターの表情はユーザによるスライダース

イッチの操作で変化する．スライダースイッチで設定された
値がArduinoからシリアル通信を通しPCに送信される．PC
が受信した値に基づき，AIアバターの表情が変化する．シ
ステムの概要図を図1に示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

AIアバターの表情は喜，怒，哀，不快の4種類あり，これ
らはAction Unit（AU）に基づいて設定されている．AUとは，
ヒトの個々の顔面筋の動きを44個の動作単位に分解したも
のであり，1つ以上の顔面筋に対応している．AIアバター
の表情制御にAUを用いることで，自然でヒトらしい表情の
表出を可能にした．図2に「喜」と「哀」の表情を表出するAI
アバターとその制御に用いたAUを示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２．今後の展望 
 本稿で開発したAIアバターの表情とAIの出力を対応

付け，表情を用いたヒトとコミュニケーション可能なAIの作
成を目指す． 
 

■■  関関連連情情報報等等（（特特許許関関係係、、施施設設））  
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ヒヒトトららししいい表表情情をを表表出出すするる  
AAII アアババタターーのの開開発発  

 

図1：システム概要図 
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図 2：AIアバターの表情の例 
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